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 表2 農薬の検査項目及び検出限界（続き） 

農薬名 
検出限界 

（ppm） 
A B C  農薬名 

検出限界 

（ppm） 
A B C

フェントエート 0.01 ○ ○ ○  ヘプタクロル（エポキシドを含む） 0.005 ○ - -

フェントラザミド 0.01 ○ ○ ○  ペルメトリン 0.01 ○ ○ -

フェンバレレート 0.01 - ○ ○  ペンシクロン 0.01 ○ ○ ○

フェンピロキシメート 0.01 - ○ ○  ベンゾフェナップ 0.01 ○ ○ ○

フェンプロパトリン 0.01 - ○ ○  ベンダイオカルブ 0.01 ○ ○ ○

ブタフェナシル 0.01 ○ ○ ○  ペントキサゾン 0.01 ○ - -

ブタミホス 0.01 ○ ○ ○  ボスカリド 0.01 ○ ○ -

フラメトピル 0.01 ○ ○ ○  ホスチアゼート 0.01 ○ ○ ○

フルシトリネート 0.01 - ○ ○  マラチオン 0.01 ○ ○ ○

フルバリネート 0.01 - ○ ○  メタベンズチアズロン 0.01 ○ ○ ○

フルフェナセット 0.01 ○ ○ ○  メトキシフェノジド 0.01 ○ ○ ○

フルフェノクスロン 0.01 ○ ○ ○  メビンホス 0.01 ○ ○ ○

フルリドン 0.01 ○ ○ ○  モノリニュロン 0.01 ○ ○ ○

プロシミドン 0.01 ○ ○ ○  ラクトフェン 0.01 ○ ○ -

プロチオホス 0.01 ○ ○ ○  リニュロン 0.01 ○ ○ ○

プロピザミド 0.01 - ○ ○  リンデン（γ-BHC） 0.002 ○ ○ ○

ヘキサフルムロン 0.01 ○ - -  ルフェヌロン 0.01 - ○ ○

*1  A：かぼちゃ、だいこんの葉、トマト、パプリカ、ブロッコリー、ほうれんそう 

B：アスパラガス、キャベツ、だいこんの根、はくさい 

C：ごぼう、さつまいも、さといも、じゃがいも 

*2  ○：実施、-：実施せず 

*3  DDTはp,p'-DDE、p,p'-DDD、o,p'-DDT及びp,p'-DDTの和 

 

 

【農薬解説】 

○アセタミプリド 

『モスピラン』などの商品名で販売されている殺虫剤で、広範囲の害虫に対して効果があります。 

○イミダクロプリド 

『アドマイヤー』などの商品名で販売されている殺虫剤です。特にハモグリガ類に効果があり、従来
の殺虫剤に抵抗性のある害虫に対しても効果があります。 

平成26年度に実施した検査において、こまつな（市内産）やほうれんそう（国内産）からも検出されま
した。 

○クロルフェナピル 

『コテツ』などの商品名で販売されている殺虫剤です。多くの野菜に適用があり、従来の殺虫剤に耐
性がある害虫に対しても効果があります。 

平成26年度に実施した検査において、なす（市内産）やトマト（国内産）からも検出されました。 

○フルフェノクスロン 

『カスケード』などの商品名で販売されている殺虫剤で、広範囲の害虫に対して効果があります。 

平成26年度に実施した検査において、トマトやほうれんそう、レタス（国内産）からも検出されました。 

○ボスカリド 

『カンタス』などの商品名で販売されている殺菌剤で、菌核病菌や灰色カビ病菌などの感染を防ぐ
効果があります。 
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